
さかい文芸 さかいアート

9 月 10 日 水 ～ 10 月 13 日 月 10：00 ～ 12:00（入館は 11:30 まで）
13：15 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

休館日：月・火曜日、9 月 17 日 ( 水 )、24 日 ( 水 )
※ 9 月 15 日 ( 月 )、23 日 ( 火 ) は開館

　

S
-

G
allery

粛
粲
寶
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ

た
笠
井
誠
一
展(

２
０
２
５
年
４
月
９
日
〜
５

月
６
日)

で
境
町
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
笠
井
誠
一
先
生
が
６
月
12
日
に
老
衰
に

よ
り
ご
自
宅
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
３
日

に
ご
来
館
い
た
だ
い
た
日
は
笠
井
先
生
の
93
歳

の
誕
生
日
の
日
で
し
た
。
い
つ
寿
命
が
尽
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
家
族

か
ら
事
前
に
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
笠
井
先
生

ご
自
身
の
「
作
家
が
生
き
て
い
る
の
に
自
分
の

展
覧
会
に
足
を
運
べ
な
い
事
ほ
ど
恥
ず
か
し
い

こ
と
は
な
い
」
と
の
強
い
お
考
え
に
よ
り
、
ご

来
館
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
場

に
到
着
さ
れ
た
笠
井
先
生
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
足
取
り
で
、ご
自
身
の
作
品
を
一
点
一
点
し
っ

か
り
と
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
姿

は
と
て
も
静
か
で
し
た
が
、
視
線
は
鋭
く
、
画

家
と
し
て
の
力
強
さ
が
漲
っ
て
い
た
様
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
０
年
代
の
７
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学

を
経
て
現
在
ま
で
活
動
さ
れ
て
き
た
画
家
と
し

て
の
視
点
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
で
の
31
年
間

の
教
育
現
場
を
通
し
た
美
術
教
育
に
つ
い
て
の

視
点
な
ど
、様
々
な
お
考
え
を
お
話
し
く
だ
さ
っ

た
こ
と
は
大
変
勉
強
に
な
り
、
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
中
で
も
「
絵
描
き
で
あ
る
前
に

人
で
あ
れ
」
と
い
う
お
考
え
は
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
人
と
し
て
の
魅
力
が
な
け
れ
ば
、
絵

描
き
に
も
な
れ
な
い
、
と
い
う
視
点
で
す
。
笠

井
先
生
の
膨
大
な
経
験
と
磨
か
れ
た
知
性
に
よ

る
様
々
な
「
気
づ
き
」
は
決
し
て
色
褪
せ
な
い

本
質
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

卯
野 

和
宏
（ 

画
家
、
境
町
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

）

▲ �S- Gallery 粛粲寶美術館 笠井誠一展にて　2025 年 5 月 3 日、 
笠井誠一先生と卯野和宏

　
笠
井
誠
一
展
に
は
ご
あ
い
さ
つ
文
と
し
て
境

町
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
以
下
の
言
葉
を

寄
せ
ま
し
た
。

「
卓
上
に
配
さ
れ
た
楽
器
、
日
用
品
、
果
物
な
ど

の
モ
チ
ー
フ
を
描
く
画
家
・
笠
井
誠
一
に
と
っ

て
、
絵
画
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。

　
本
展
で
は
、
笠
井
に
よ
っ
て
書
き
綴
ら
れ
た

絵
画
へ
の
情
熱
と
思
考
の
軌
跡
と
共
に
、
フ
ラ

ン
ス
留
学
時
代
の
１
９
６
０
年
か
ら
２
０
２
３

年
ま
で
の
作
品
20
点
を
一
同
に
並
べ
、
笠
井
が

追
い
求
め
た
絵
画
の
世
界
に
迫
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
っ
て
絵
画
と
は
何
か
、
絵
画
の

魅
力
と
は
何
か
を
再
発
見
す
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
ら
幸
い
で
す
。」

　
笠
井
先
生
は
生
涯
を
通
し
て
一
貫
し
て
絵
画

に
全
身
全
霊
を
尽
く
し
た
方
で
し
た
。

ご
生
前
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

  S
-

G
allery

粛
粲
寶
美
術
館
の
笠
井
誠
一

展
の
会
期
中
に
ご
紹
介
し
て
い
た
、
笠
井
先

生
の
動
画
を
改
め
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
90
歳
を
記
念
し
て
撮
影
さ
れ
た

１
時
間
46
分
22
秒
の
動
画
で
す
。
笠
井
先
生
の

絵
画
と
そ
の
情
熱
は
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
道

に
も
大
き
な
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

笠
井
誠
一
か
さ
い 

せ
い
い
ち　
略
歴 

１
９
３
２
年
（
０
歳
）　
現
在
の
北
海
道
札
幌
市
に
生
ま
れ
る

１
９
４
９
年
（
17
歳
）　
画
家
を
志
し
、
単
身
上
京
す
る

１
９
５
９
年
（
27
歳
）　
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
専
攻
科
修
了
、 

渡
仏　

 

１
９
６
６
年
（
34
歳
）　
帰
国

１
９
６
７
年
（
35
歳
）　
愛
知
県
立
芸
術
大
学
講
師
と
な
る

１
９
７
４
年
（
42
歳
）　
愛
知
県
立
芸
術
大
学
教
授
と
な
る

１
９
９
８
年
（
66
歳
）　
愛
知
県
立
芸
術
大
学
を
定
年
退
官
し
、     

                                

愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
と
な
る

２
０
０
１
年
（
69
歳
）　
《
二
つ
の
卓
上
静
物
》
で
第
24
回
安
田
火
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

東
郷
青
児
美
術
館
大
賞
を
受
賞

２
０
１
１
年
（
79
歳
）　
『
笠
井
誠
一
画
集
』
が
求
龍
堂
か
ら
出
版
さ
れ
る

２
０
１
８
年
（
86
歳
）　
〈
笠
井
誠
一
展 –

形
の
世
界–

〉
が
練
馬
区
立  

                               

美
術
館
で
開
催
さ
れ
る

２
０
２
５
年
（
93
歳
）　
〈
笠
井
誠
一
展
〉
がS-G

allery

粛
粲
宝
美
術 

                               

館
で
開
催
さ
れ
る

                               

５
月
３
日
来
館
、
６
月
12
日
逝
去

 「
卯
野
和
宏
　
第
19
回
ア
ヴ
ニ
ー
ル
展
」　

     
期
間
：
９
月
25
日~

10
月
４
日　
　

     

会
場
：
春
風
洞
画
廊

    （
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３-

８-

10
）  

絵の世界展

入館料：330 円 18 歳未満、65 歳以上は無料（年齢が確認できるものを提示）
各種障がい者手帳をお持ちの方と付き添い 1 名無料

表現者、それぞれの道

主催：       境町    　企画：境町アートプロジェクト
協力： 　学校法人 瓜生山学園    京都芸術大学  通信教育課程

S-Gallery 粛粲寶美術館
茨城県猿島郡境町 1455-1
Tel． 0280-23-4148

しゅくさんぽう

SAKAI ART project
 information

短
　
歌

青
々
と 

草
花
伸
び
る 

姿
見
て 

過
ぎ
た
季
節
の 

早
さ
驚
く

猛
烈
な 

暑
さ
に
耐
え
て 

日
が
沈
み 

虫
の
音
聞
こ
え
て 

心
和
ま
す

萩
の
花 

来
る
風
に
乗
り 

ふ
わ
ふ
わ
と 

遊
び
心
が 

我
も
芽
生
え
る

日
曜
版
の 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を 

解
く
た
び
に 

競
い
し
朋
の 

亡
き
ぞ
寂
し
き

裏
庭
の 

す
す
き
の
花
穂 

切
り
取
り
て 

供
え
し
待
て
り 

十
五
夜
の
月

ひ
ぐ
ら
し
の 

声
も
聞
こ
え
ず 

打
ち
水
を 

暑
き
夕
暮
れ 

汗
を
ふ
き
つ
つ

秋
空
に 

夜
の
帳
が 

お
り
る
頃 

虫
の
音
色
に 

耳
を
す
ま
せ
る

蝉
す
だ
く 

声
も
聞
か
れ
ず 

暑
き
夏 

澄
み
し
青
空 

秋
の
気
配
に

青
い
空 

柿
の
葉
そ
よ
ぎ 

風
さ
わ
ぐ 

狭
庭
に
立
ち
て 

盛
夏
楽
し
む

朝
々
に 

風
騒
が
し
く 

吹
く
庭
に 

萩
の
若
枝 

ざ
わ
め
き
お
ど
る

境
短
歌
会
　
山
鳩
　

川

上

京

子

川

上

京

子

川

村

米

子

古
谷
野
信
子

斉

藤

敬

子

桜

井

レ

イ

五
月
女
三
枝
子

鈴
木
喜
與
子

松
岡
美
智
子

本
島
イ
ト
子

俳
　
句

令
和
七
年
七
月
　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

「
炎
天
・
夕
顔
」
他
当
季
雑
詠

兼
題

 「
炎
天
」

「
夕
顔
」

※
真
夏
の
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
空
を
指
す
季
語
で
特
に
晩
夏
に
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
焼
け
付
く
よ
う
な
暑
さ
や
陽
炎
が
見
え
る
よ
う
な

幻
想
的
な
光
景
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

※
夕
顔
は
夕
暮
れ
に
ほ
の
白
い
花
を
開
き
、そ
の
花
は
翌
朝
に
は
し
ぼ
む
。

花
の
あ
と
に
は
丸
い
大
き
な
薄
緑
色
の
実
を
結
び
、
こ
の
実
か
ら
干
瓢
が

で
き
る
。

炎
天
や 

鳥
も
ひ
っ
そ
り 

木
蔭
か
な

炎
天
や 

番
犬
飽
か
ず 

穴
を
掘
る

炎
天
を 

に
ら
み
蛇
口
の 

水
飲
む
子

炎
天
や 

平
和
の
祈
り 

沖
縄
忌

炎
天
や 

だ
れ
も
無
口
の 

飯
処

炎
天
や 

野
良
の
帽
子
の 

赤
リ
ボ
ン

炎
天
や 

球
児
の
プ
レ
ー
　
神
宿
る

炎
天
の 

露
店
の
主
人 

濡
れ
タ
オ
ル

グ
ラ
ン
ド
に 

歓
声
上
が
る 

炎
天
下

大
輪
の 

夕
顔
咲
い
て 

主
待
つ

夕
顔
や 

モ
グ
ラ
塚
有
る 

畑
か
な

夕
顔
や 

主
逝
き
し
を 

知
ら
ず
咲
き

夕
顔
の 

横
を
子
猫
は 

そ
っ
と
行
き

夕
顔
や 

咲
き
し
鮮
や
ぐ 

野
畑
に

夕
顔
を 

妻
と
眺
め
つ 

夜
も
更
け
て

（
鈴
木
）
む
り
き

（
川
邊
）
光
　
夫

（
高
塚
）
香
　
こ

（
印
出
井
）
慶
　
子

（
渡
辺
）
久
　
子

（
田
村
）
正
　
子

（
渡
辺
）
晴
　
美
　

（
和
田
）
雄
　
節

（
古
谷
野
）
信
　
子

（
中
嶋
）
き
よ
乃

（
高
橋
）
春
　
年

（
中
村
）
仁

（
石
塚
）
芙
　
蓉
　

（
大
岡
）
幸
　
子

（
柿
沼
）
学

夕
顔
や 

あ
ま
た
咲
け
ど
も 

み
な
無
口

夕
顔
や 

割
烹
着
の
妻 

出
陣
す

夕
顔
の 

白
き
大
花
や 

夕
涼
し

夕
暮
れ
や 

夕
顔
の
花 

白
く
浮
き

（
宇
野
）
ひ
ろ
こ

（
鹿
久
保
）
喜
　
一

（
落
合
）
す
み
子

（
前
田
）
妙
　
子

兼
題
解
説

番外編 
「日本美術について」

画家   笠井誠一
「今、伝えておきたいこと」

©Youtube アトリエマハちゃんねる
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